
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ポエナ

ジャンク

タナトス

ロマネスク

9

希望

98

煉獄

14
〇独白

〇恋の華

〇嫉妬

糸

？？？

〇挨拶

△紫の花

とある作戦終了後、貴女は突如何者かに攫われた。サヴァントである自身を人間のように扱い声をかけてくる男はある日、この部屋に貴方を連れてきて検査をし始めたのだ。「...君が参加させられていたテロで僕の親友の恋人が変な病気になっちゃってね。君は何も悪くない、悪いのは君をサヴァントにした愚かな人間なんだ...くそッ、また僕は守れなかったんだ...」

あなたは“誰か”に恋をしていた。胸が高鳴り、鼓動が早くなる苦しくも甘酸っぱい、記憶...いつも彼は笑いかけてくれていた。

あなたは誰かに嫉妬していた。姿形もわからない、漠然とした誰かに。わからない何もわからない誰かを妬み続けていたのだ。

自分達は何を元に動いているのだろうか、ねじまきも電気も命も無い。ドールを動かしているのは一体なんだ...もしや、この動きですら彼の人形劇に過ぎないのだろうか。

？？？

いつも通りの通学路。然し、貴方はいつも曲がり角を曲がる前に立ち止まる。鏡で自分の姿を確認して角を曲がる、その先には植木鉢に水をやる黒髪の青年が立っていた。そして、貴方は深呼吸をした後こういうのだ、「おはようございます」と。

白衣の男が貴女の近くで何かを弄ったり貴女の身体を触り、何かを確かめている姿が見える。白衣を翻し貴女に背を向けた瞬間、貴女の視界に一輪の紫の花が映る、其れはあまりにも美しくそしてこの世界にとっては異物であるという事を貴方達はよく知っている。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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地獄にいるとき攻撃判定出目+1
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最大行動値+1

支援2

肉弾攻撃１

最大行動値+1

最大行動値+1。行動判定で使用し大失敗した際、このパーツは損傷しない。

最大行動値+2。

自身に対しては使用不可。移動1

ユイの白リボン

肉弾攻撃1+転倒

肉弾攻撃１

支援１

移動１

ダメージを与えたときダメージ+2

腕のダメージ常に防御1　ダメージ+1

白兵攻撃1＋切断+連撃1

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

かわいい衣装

妨害１

移動１
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